
地域産業都市委員会 

令和４年９月２２日 

  

墨田区立公園条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表

改  正  案 現     行 
  
目次 

 第１章～第５章 〔略〕 

 第６章 雑則(第１７条―第３３条) 

 付則 

 （使用の制限又は禁止） 

第１４条 区長は、公園の管理上必要がある

と認めるときは、公園の使用を制限し、又

は禁止することができる。 

 （有料施設の使用） 

第１５条の３ 有料施設（すみだ北斎美術館、

墨田区総合体育館及び東あずま公園集会所

を除く。別表第６を除き、以下同じ。）を

使用しようとする者は、規則で定めるとこ

ろにより申請し、区長の承認を受けなけれ

ばならない。 

２ 〔略〕 

 （原状回復及び損害賠償義務） 

第２１条 有料施設の使用の承認を受けた者

は、その使用する施設を毀損したとき、又

は使用期間の満了、停止若しくは使用の承

認の取消しがあったときは、直ちにその使

用する施設を原状に回復し、又はその損害

を賠償しなければならない。ただし、不可

抗力による場合その他区長がやむを得ない

と認めたときは、この限りでない。 

２ 有料施設の使用の承認を受けた者が前項

に規定する義務を履行しないときは、区長

がこれを執行し、その費用を徴収する。 

 （指定管理者による管理） 

第２２条 区長は、地方自治法第２４４条の

２第３項の規定により、法人その他の団体

であって区長が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）に、公園の管理に関す

る業務のうち次に掲げるものを行わせるこ

とができる。 

 ⑴ 公園施設（法第５条第１項の規定によ

り設置又は管理の許可をした公園施設及

び隅田公園自動車駐車場以外の有料施設

を除く。以下同じ。）の維持及び修繕に

目次 

 第１章～第５章 〔略〕 

 第６章 雑則(第１７条―第２３条) 

 付則 

 〔同左〕 

第１４条 区長は、公園の管理上必要がある

と認めるときは、公園の利用を制限し、又

は禁止することができる。 

 〔同左〕 

第１５条の３ 有料施設（すみだ北斎美術館、

墨田区総合体育館及び東あずま公園集会所

を除く。以下同じ。）を使用しようとする

者は、規則で定めるところにより申請し、

区長の承認を受けなければならない。 

 

２ 〔略〕 

 〔同左〕 

第２１条 使用者等は、その使用する施設を

毀損したとき、又は使用期間の満了、停止 

 若しくは使用許可の取消しがあったときは、

 直ちにその使用する施設を原状に回復し、

又はその損害を賠償しなければならない。

ただし、不可抗力による場合その他区長が

やむを得ないと認めたときは、この限りで

ない。 

２ 使用者等が前項に規定する義務を履行し

ないときは、区長がこれを執行し、その費

用を徴収する。 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

関する業務 

 ⑵ 公園施設の利用の受付及び案内に関す

る業務 

 ⑶ 特定占用許可（第１０条の２に規定す

る物件を設けない占用の許可のうち、規

則で定めるものを除いた占用の許可をい

う。以下同じ。）に関する業務 

 ⑷ 第１３条ただし書の規定による同条第

２号、第３号及び第５号に係る許可に関

する業務 

 ⑸ 第１４条の規定による公園の利用の制

限又は禁止に関する業務 

 ⑹ 隅田公園自動車駐車場の利用の承認に

関する業務 

 ⑺ 前各号に掲げるもののほか、区長が必

要と認める業務 

２ 第１０条の２、第１１条、第１３条、第

１４条、第１５条の３、第１７条から第１

９条まで及び第２１条の規定は、前項の規

定により指定管理者が行う公園の管理に関

する業務について準用する。この場合にお

いて、次の表の左欄に掲げる規定中同表の

中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄

に掲げる字句に読み替えるものとする。 

第１０条の２

の見出し 

物件を設けな

い占用 

特定占用許可 

第１０条の２ 物件を設けな

いで公園を占

用し 

特定占用許可

を受け 

区長 指定管理者 

第１１条の見

出し 

占用 特定占用許可 

第１１条 区長 指定管理者 

占用の許可 特定占用許可    
第１３条各号

列記以外の部

分 

第１号から第

５号までに掲

げる行為につ

いては、 

第１号及び第

４号に掲げる

行為にあって

は   
受けた 、第２号、第

３号及び第５

号に掲げる行

為にあっては

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

あらかじめ指

定管理者の許

可を受けた    
第１４条の見

出し 

使用 利用 

第１４条 区長 指定管理者 

使用 利用 

第１５条の３

の見出し 

有料施設 隅田公園自動

車駐車場 

使用 利用 

第１５条の３

第１項 

有料施設（す

みだ北斎美術

館、墨田区総

合体育館及び

東あずま公園 

集会所を除

く。別表第６

を除き、以下

同じ。） 

隅田公園自動

車駐車場 

使用 利用 

区長 指定管理者 

第１５条の３

第２項 

有料施設 隅田公園自動

車駐車場 

使用 利用 

第１７条 公園施設の設

置若しくは管

理の許可、公

園の占用の許

可又は有料施

設の使用の承

認を受けた者

（以下「使用

者等 

特定占用許可

又は隅田公園

自動車駐車場

の利用の承認

を受けた者

（以下「利用

者等 

第１８条の見

出し 

使用料等 利用料金 

第１８条各号

列記以外の部

分 

使用料及び占

用料 

利用料金 

区長 指定管理者 

第１８条第１

号 

使用者等 利用者等 

使用する 利用する    
第１８条第２

号 

使用者等 利用者等 

使用開始 利用開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

使用の 利用の    
第１８条第３

号 

区長 指定管理者 

第１９条の見

出し 

使用料等 利用料金 

第１９条 区長 指定管理者 

使用料又は占

用料 

利用料金 

第２１条第１

項 

有料施設 隅田公園自動

車駐車場 

使用の 利用の 

使用する 利用する 

使用期間 利用期間 

第２１条第２

項 

有料施設 隅田公園自動

車駐車場 

使用 利用 

 （指定管理者の指定の手続） 

第２３条 区長は、指定管理者を指定しよう

とするときは、特別の事情があると認める

場合を除き、公募するものとする。 

２ 指定管理者の指定を受けようとする者は、

 事業計画書その他規則で定める書類を区長

に提出しなければならない。 

３ 区長は、前項の規定により提出された書

類を審査し、かつ、実績等を考慮して、次

の各号のいずれにも該当すると認めたもの

を指定管理者として指定するものとする。 

 ⑴ 事業計画書の内容が、公園の効用を最

大限に発揮することができるものである

とともに、その効率的な管理運営が図ら

れるものであること。 

 ⑵ 事業計画書に沿った管理運営を安定し

て行う物的能力及び人的能力を有してい

るものであること。 

 （指定管理者の指定の取消し等） 

第２４条 区長は、指定管理者が次の各号の

いずれかに該当するときは、前条第３項の

規定による指定を取り消し、又は期間を定

めて管理の業務の全部若しくは一部の停止

を命ずることができる。 

 ⑴ 管理の業務又は経理の状況に関する区

長の指示に従わないとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 



 

  

 ⑵ 前条第３項各号に掲げる基準を満たさ

なくなったと認めるとき。 

 ⑶ 第２６条各号に掲げる管理の基準を遵

守しないとき。 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、当該指定

管理者による管理を継続することが適当

でないと認めるとき。 

２ 区長は、前項の規定により指定管理者の

指定を取り消し、又は期間を定めて管理の

業務の全部若しくは一部の停止を命じた場

合等で、区長が臨時に公園施設の管理運営

を行うときに限り、新たに指定管理者を指

定し、又は当該停止の期間が終了するまで

の間、第１２条第１項に規定する規則で定

める占用料並びに同条第２項及び第１６条

第１項に規定する規則で定める使用料を徴

収することができる。 

 （指定管理者の指定等の公告） 

第２５条 区長は、指定管理者を指定し、そ

の指定を取り消し、又は期間を定めて業務 

 の全部若しくは一部の停止を命じたときは、

 遅滞なくその旨を公告しなければならない。

 （管理の基準） 

第２６条 指定管理者は、次に掲げる基準に

より、公園の管理に関する業務を行わなけ

ればならない。 

 ⑴ 法その他の関係法令及び条例の規定を

遵守し、適正な管理運営を行うこと。 

 ⑵ 公園の効用の発揮を妨げない管理運営

を行うこと。 

 ⑶ 公園施設の維持管理を適切に行うこと。

 （利用料金） 

第２７条 特定占用許可により公園を占用す

る者及び当該占用に当たり付属設備を利用

する者並びに隅田公園自動車駐車場を利用

する者から徴収する利用料金は、別表第８

に定める額の範囲内で、あらかじめ指定管

理者が区長の承認を得て定める。 

２ 前項の利用料金の徴収方法は、規則の定

めるところによる。 

３ 第１項の利用料金は、指定管理者の収入

とする。 

 （事業報告書の提出等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

第２８条 指定管理者は、毎年度終了後区長

が定める日までに、公園の管理の業務に関

し、次に掲げる事項を記載した事業報告書

を区長に提出しなければならない。ただし、

年度の途中において、指定を取り消され、

又は期間を定めて管理の業務の全部若しく

は一部の停止を命じられたときは、区長が

定める日までに、当該年度の初日から当該

処分を受けた日までの間の事業報告書を提

出しなければならない。 

 ⑴ 管理の実施状況 

 ⑵ 管理に係る経費の収支状況 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、指定管理

者の管理の実態を把握するために必要な

ものとして区長が定める事項 

２ 区長は、必要があると認めるときは、公

園の管理の実施状況等について、指定管理

者に報告を求めることができる。 

 （秘密保持義務） 

第２９条 指定管理者及びその従業員で公園

の管理の業務に従事するものは、公園の管

理の業務を行うに当たって個人情報を取り

扱う場合においては、墨田区個人情報保護

条例（平成２年墨田区条例第１９号）の規

定を遵守しなければならない。 

 （指定管理者の原状回復義務) 

第３０条 指定管理者は、その指定期間が満

了したとき、又は指定を取り消され、若し

くは管理の業務の全部若しくは一部の停止

を命じられたときは、公園施設等を速やか

に原状に回復しなければならない。 

 （指定管理者の損害賠償義務） 

第３１条 指定管理者は、管理の業務により

公園に損害を与えたときは、区長が相当と

認める損害額を賠償しなければならない。

ただし、指定管理者の責めに帰すことがで

きない特別の事情があると区長が認めると

きは、その額を減額し、又は免除すること

ができる。 

 （過料） 

第３２条 第１３条の規定に違反して同条各

号に掲げる行為をした者に対しては、１万

円以下の過料を科することができる。 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

 〔同左〕 

第２２条 〔同左〕 

 

 



 

  

 （委任） 

第３３条 この条例の施行について必要な事

項は、規則で定める。 

別表第８ 

 利用料金 

種別 単位 区分 利用料金 

写真撮影

のための

常時占用 

撮影機１

台、１月 
 

１０，８０

０円 

写真撮影

のための

臨時的な

占用 

１回（１ 

時間以内）
 

１６，８７

５円 

墨田区立

隅田公園

（区長が

別に指定

する区域 

内 に 限 

る。）にお

ける事業

又は営業

活動を伴

う占用 

１

平

方

メ

ー

ト

ル 

午前

６時

から

午前

１０

時ま

で 

 

２３円 

午前

１０

時か

ら午

後４

時ま

で 

３４円 

午後

４時

から

午後

１０

時ま

で 

３４円 

その他の

占用 

１平方メ

ートル、

１日 

 ４５円 

付属設備 

１系統、

１時間以

内 

電気設備 ９０円 

１回、１

日以内 

その他設

備 
１００円 

 〔同左〕 

第２３条 〔同左〕 

 

〔新設〕 

 



 

  

自動車駐

車場 

３０分以 

内の場合、

１台、１

回 

大型車・

中型車 
無料 

その他の

車両 
無料 

３０分を

超える場

合、最初

の３０分

を除き、

１台、１

回、３０

分までご

とに 

大型車・

中型車 
４００円 

その他の

車両 
１００円 

 付記 

 １ 付属設備のうち、その他設備とは、控

室スペース、バックヤード、音響設備、

テント等固定用さや管等をいう。 

 ２ 別表第７付記５に規定する規則で定め

る使用時間を超えて自動車駐車場を利用

した場合は、この表の規定による所定の

利用料金に加え、当該利用時間を超えて

利用した日１日につき２，０００円の範

囲内で、あらかじめ指定管理者が区長の

承認を得て定める額を徴収する。 
  

   付 則 

 この条例は、令和５年１月１日から施行する。 


